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目標と方針
■地区計画の目標
■土地利用の方針
■地区施設の整備の方針
（道路や公園など）

■建築物等の整備の方針

地区整備計画
■地区施設の計画
（道路や公園などの位置や規模）

■建築物の建替えルール
（地区の特徴に合わせて規制や緩
和ができる
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地区計画とは？
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地区計画の目標
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ルールの内容 対象範囲

建築物等の用途の制限
地区全体
複合住宅地区

建築物の
敷地面積の最低限度 地区全体

垣又はさくの構造の制限 地区全体

ルールの内容 対象範囲

建築物等の用途の制限

街並み誘導型地区計画
（建物形態の規制及び緩和）

商店街地区

商店街地区

建築物等の形態又は
色彩その他の意匠の制限

地区全体

壁面の位置と
工作物の設置の制限

主要生活道路沿道
（構想線）

ルールの内容 対象範囲

建築物等の用途の制限
地区全体
複合住宅地区

建築物の
敷地面積の最低限度

地区全体

垣又はさくの構造の制限 地区全体

商店街地区

商店街地区街並み誘導型地区計画
（建物形態の規制及び緩和）

建築物等の形態又は
色彩その他の意匠の制限 地区全体

壁面の位置と
工作物の設置の制限

主要生活道路沿道
（構想線）
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74%

14%

6%
6%

ルールを定めるべき

ルールは必要ない

よくわからない

導入すべき
内容に気になる点がある
導入すべきでない よくわからない 具体的に定めるべき

新たな制限はいらない

よくわからない

53%
40%

7%

77
%

16%

7%
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53%
25%

20%

2%

40％

27％

18％

13％

2％

ルールを設けるべき ルールはいらない
よくわからない 無回答

ルールを設けるべき
ルールは設けるべきだが、制限内容に気になる点がある。
ルールはいらいない よくわからない 無回答
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ルールを設けるべき
ルールはいらない

よくわからない

無回答

ルールを設けるべき
ルールは設けるべきだが、
制限内容に気になる点がある。
ルールはいらいない
よくわからない
無回答

62%
22%

15%

1%

44%

29%

16%

10%

1%
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制限④

制限①

制限③

緩和①

緩和②

建
築
物
の
最
高
高
さ

制限②

▲
道路境界

道路

1
1.5
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道路斜線
制限

▲
道路境界

道路
▲

道路境界

道路
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に資するもの
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▲
道路境界

道路

道路斜線
制限

▲
道路境界

道路

【参考】街並み誘導型地区計画後の各建物への影響

（参考）道路斜線制限とは・・・
道路の採光や通風を確保するために、道路に面した建物

の一定部分の高さを制限しているもの

1

1.
5

斜線制限 イメージ図 街並み誘導型地区計画導入後 イメージ図

斜線制限が緩和され、
青い部分への建築が可能

（参考）第3種高度地区における制限とは・・・
高さを制限することで、北側敷地への日照、通風、採光等に配慮

するもの。北砂三・四・五丁目は、第三種高度地区の制限により、
図示した制限がなされている。

砂町銀座通り 南側敷地 砂町銀座通り 北側敷地

地区計画導入後の法規制
で建替えた場合

現在の法規制
で建替えた場合

◆敷地における建築面積(建蔽率)の上限
建築可能面積の90%(敷地条件により異なる) 

◆建物全体で建てられる合計床面積(延床面
積)の上限＝容積率

建築可能面積の300%
◆前面道路の道路斜線制限が緩和
◆第三種高度地区における制限

◆敷地における建築面積(建蔽率)の上限
敷地面積の90%(敷地条件により異なる)

◆建物全体で建てられる合計床面積 (延床面積)
の上限=容積率

建築可能面積の240～300%
◆道路斜線制限
◆第三種高度地区における制限

【街並み誘導型地区計画のルール】
・建築物の最高高さの制限
・容積率の最高限度の制限
・壁面位置の制限
・工作物の設置の制限
・道路斜線制限の緩和
・前面道路幅員による
容積率制限の緩和

反対側敷地道路境界線

道路

8m

20ｍ 10m

第三種高度地区の制限により、
建築ができない部分

建築可能部分

1

1.25

1
0.6

⇒北方向

8m

20ｍ 10m

隣地境界線

道路 隣地

第三種高度地区の制限により、
建築ができない部分

建築可能部分

1

1.25

1
0.6

⇒北方向
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【参考】街並み誘導型地区計画後の各敷地への影響 現状幅員4m未満

砂町銀座通り西側のほとんどが２項道路であり、
前面の道路が4m以上の道路になるように

沿道の敷地を後退すること（セットバック）が必要です

（参考）２項道路における壁面後退について・・・

２項道路 イメージ図

・道路の幅が4m未満の道路のこと（建築基準法判定時に道路）
・幅員4m以上の建築基準法上における道路に、2m以上接道していないと家を新たに建てることができない
・建物を建替える際には、前面の道路が4m以上の道路になるように沿道の敷地を後退すること（セットバック）が必要

広域図
砂町銀座通り沿道 道路台帳図

（凡例 :法42条第１項第１号、 :法42条第２項）

接道 イメージ図

対象敷地

接道部分の幅が 2ｍ未満

敷地

２ｍ以上

敷地
２ｍ以上
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＜平面＞ ＜断面＞

壁面位置の制限
▽壁面線

後退距離 現況道路境界

現況道路中心

道路境界から現況道路中心線
までの距離
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本日
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